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校
長  

多
田 

積
央 

 

志
高
く
！
し
な
や
か
に
将
来
を
！ 

 

東
京
研
修
で
の
企
業
訪
問
。
社
会
見
学
や
職
業

選
択
学
習
と
は
、
一
線
を
画
し
た
目
的
で
し
た
。

「
働
き
盛
り
の
二
十
年
後
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
四
十
年
後
の
社
会
を
予
想
」「
そ
の
社
会
に

ど
の
よ
う
に
役
立
ち
、
ど
ん
な
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
き
た
い
の
か
」
そ
の
自
分
探
し
が
目
的
で
し

た
。「
Ａ
Ｉ
じ
ゃ
代
わ
り
に
な
ら
な
い
自
分
で
い

た
い
。
そ
の
た
め
に
様
々
な
価
値
観
を
吸
収
し
て

豊
か
な
人
に
な
り
た
い
」
「
常
に
新
鮮
な
ア
イ
デ

ア
で
時
代
を
変
え
る
よ
う
な
貢
献
が
し
た
い
。

『
決
ま
っ
て
い
る
』
と
い
う
考
え
を
持
た
ず
、
人

の
考
え
を
聴
き
自
分
か
ら
も
発
信
し
た
い
」
な

ど
、
一
人
一
人
が
素
晴
ら
し
い
学
び
を
し
ま
し

た
。
そ
の
学
び
自
体
が
「
志
」
で
す
。 

今
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
進
路
選
択
し
た
皆
さ

ん
が
こ
こ
に
い
ま
す
。
誇
り
を
も
っ
て
そ
の
道
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
困
難
が
生
じ
た
時
に

は
、
志
に
た
ち
戻
っ
て
別
の
道
を
何
度
で
も
探
し

直
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
が
し
な
や
か
に
将

来
を
切
り
拓
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
お

め
で
と
う
！ 

 

教
頭 

田
中 

啓
之 

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
人
生
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。
今
ま
で
は
、
決
め
ら
れ
た
小
中
学
校
で
の
生

活
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
あ
な
た
が
進
み
た

い
所
で
、
あ
な
た
の
学
び
た
か
っ
た
こ
と
、
や
り
た
か
っ

た
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
思
い
描
い
た

「
な
り
た
い
自
分
」
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
常
に
追
い
風
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

向
か
い
風
の
時
も
あ
り
ま
す
。
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
こ
そ
が
人
生

で
す
。
楽
し
い
時
は
、
浮
か
れ
ず
に
辛
か
っ
た
昨
日
を
思

い
出
し
、
苦
し
い
時
は
、
悩
ま
ず
に
楽
し
い
で
あ
ろ
う
明

日
を
思
い
、「
な
り
た
い
自
分
」
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

教
頭 

中
村 

菜
穂
子 

３
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
３
月
で
義
務
教
育
は
終
了
。
４
月
か
ら
は
自
分
で
選

択
し
た
世
界
で
す
。
高
校
、
就
職
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
生

活
が
待
っ
て
い
ま
す
。
遅
刻
、
早
退
、
睡
眠
不
足
、
自
由

時
間
、
全
て
自
分
が
決
め
て
結
果
を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
あ
な
た
た
ち
は
こ
の
３
年
間

で
な
り
た
い
自
分
と
向
き
合
い
困
難
な
事
も
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
も
自
信
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
は
い
え
自
由=

責
任
で

す
。
責
任
が
取
れ
ず
困
っ
た
と
き
は
素
直
に
（
中
学
生
の

反
抗
期
を
卒
業
し
て
）
家
族
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
。 

題
字
／
校
長 

多
田
積
央 
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開催日 平成 30 年 10 月 31日（水）  

場所  不二羽島文化センター スカイホール 

3年 4組  『虹』 

3年 5組  『信じる』 3年 9組  『予感』 

2年 2組 『時を越えて』 2年 7組 『花束』 2年 8組 『輝くために』 

1 年 6組 『地球星歌』 1 年 7組  

『生命が羽ばたくとき』 

1 年 8組  

『My Own Road -僕が創る明日-』 

ベストコンダクター 

3年生 『名づけられた葉』 日比野 祐大 

審査員特別賞 3 年 6 組 『春に』 

保護者の感想 
＊一生懸命歌っている姿を見て、子どもの成長を感じることが

できました。 

＊3年生の学年合唱は圧巻でした。さすが 3年生ですね！ 

＊どのクラスの合唱もすばらしかったです。 

最 優 秀 賞 

優 秀 賞 優 秀 賞 

優 秀 賞 優 秀 賞 優 秀 賞 

優 秀 賞 優 秀 賞 優 秀 賞 

共唱 
～仲間と紡ぐ 唯一無二の合唱～ 

スローガン 
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合唱フェスティバルへの取組 
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１１月２８日（水） 

総合的な学習の時間に地域交流活動として、様々な施設へ

学級ごとに分かれて訪問してきました。 

１組 岐阜朝鮮初中級学校 

２組 喜の里 

３組 ロアジかねまつ デイケア・デイサービス 

４組 鶉保育園 

５組 岐阜聖徳学園大学附属幼稚園 

６組 こばと第３幼稚園 

７組 岐阜聖徳学園大学附属幼稚園 

８組 サンフレンドうずら・障害者センター 
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１０月２日（火）・３日（水） 

生徒は、学校内で出来ない貴重な体験をさせて頂きました。 
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３年 学年主任 納土 幸康 

「無知の知（むち の ち）」 

 哲学者ソクラテスは、“自らの無知を自覚することが、

真の認識にいたる道である”と言っています。解釈もい

ろいろですが、まず「知らない」ということを自覚する

ことから、「学び」が始まるのだと思います。それは、

（知らないから、）知りたい！と主体的に調べたり、考

えたり、議論したりするように、これから皆さんにとっ

て必要な学び方だと考えます。ぜひ、より広い社会に目

を向け、主体的に学び、人生を豊かにして下さい。皆さ

んの活躍を願っています。 

３年 副担任 國江 富士雄 

卒業おめでとうございます。強く優しい人にな

ってください。 

苦しんでいる人の気持ちがわかり、寄り添い支

えられる、そんな優しい自分になれたら、きっと周

りの人も、あなたに優しくしてくれるでしょう。そ

れが大きな輪になれば、世の中に優しさが広がっ

て、幸せな人が増えるはず。まずは自分から！！ 

3年 副担任 横山 稲子 

御卒業おめでとうございます。 

この中学校での 3 年間には、一生心に残るような経

験をたくさんしたのではないでしょうか。 

そんな経験を忘れることなく、これからの人生を歩

んでいってください。 

５年後の成人式で同級生に会った時、 

もっとあとの同窓会などで同級生たちに会った時、 

がんばって生きてこられたと 言えるように 

 

３年 副担任 吉田 園美 

感謝の心と笑顔で、幸せいっぱいの未来を

築いていってください。 

 

３年 副担任 藤野 琴美 

卒業おめでとうございます。明るく個性的な

皆さんならば、この先どんな困難があっても乗

り越えられることでしょう。自分の夢や目標に

向かって頑張れる、すてきな高校生活が送れま

す様、願っています。 
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3年 1組  担任 深尾 洋 

卒業おめでとう。皆さんは義務教育を終え、自分の将来

（ゆめ)に向かって進んでいく準備をしていきます。3 年

間、境川中学校で本気（マジ）で頑張ったことはこれから

も、皆さんの大きな土台（いしずえ）になるでしょう。 

これからは、楽しいことも苦しいことも、今までよりも

あるでしょう。ここから先も、常に真剣勝負(ガチンコ）で

す。苦しい時こそ、ここまで頑張ってきたことや、同じ学

年で高めあった仲間（とも）のことを思い出し、自信を持

って瞬間（とき）を大切に。 

3年 1組  加藤 嘉内子 

このクラスでの出来事は、すべてのことが

思い出です。みんなではしゃいだ東京研修。

めちゃめちゃ燃えた体育大会。本音で向き合

った合唱フェスティバル。どれも大切な思い

出です。そんな仲間と卒業の場に立てること

が、とても幸せなことだと思っています。本

当にみんなありがとう。 

 

3年 1組  塩谷 留唯 

僕がここまで変われたのは、学級の仲間の

存在が大きかったです。何をやるときも、支

えてくれる仲間。一緒に歩んでくれる仲間。

嬉しいときも、苦しいときも、いつも僕の周

りには仲間がいました。自分をここまで変え

てくれた学級の仲間に感謝しています。本当

にありがとう。 

３年２組 担任 清水 香里 

卒業おめでとうございます。みなさんと一緒にす

ごした 3 年間、あっという間でした。入学した頃の

みなさんと今のみなさんの姿を比べると、積み重ね

た日々が確かにあったと感じます。昨日よりも今日、

今日よりも明日、ほんの少し努力してきたことが実

を結び、今の自分をつくっているのです。『継続は力

なり』といいますが、続けることは難しい。だからこ

そ、続けられる強い自分を目指し、より豊かで充実し

た人生になることを期待しています。 

３年２組  髙井 那奈 

２組は、給食時間笑いが絶えない、にぎやか

なクラスです。でも、呼びかけ→応える人がい

て、授業中はしっかりけじめがつけられます。

そして、行事だけでなく、「時間行動」「給食配

膳」「掃除」などの日常生活でも、全員でこだわ

ることを楽しめ、より達成感を味わえる、そん

な 2 組の雰囲気が私は大好きです。 

 

３年２組 山本 直弥 

合唱フェスティバルでは学級が一つになった

と強く感じました。実行委員を中心にして、飽

きない練習を毎回考えてくれたおかげで、楽し

みながら練習しているうちに声が大きくなりま

した。賞はとれなかったけれど、みんなが「や

りきった」という顔をしていました。『クラス全

員で合唱を楽しめた』ことが一番の誇りです。 
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３年３組  担任  伊藤 浩 

「小さいことを重ねることが、とんでもないところへ行く

ただ一つの道」 

  学級開きで君たちに話したイチロー選手の言葉です。４月

から卒業の今日まで、仲間で決めた目標、あるいは自分で決

めた目標に向かって続けてきたことがあるはずです。やりと

げたことに自信をもって次のステージに進んでください。37

名の思いやりさん、やりきりさん、君たちから毎日多くの優

しさとエネルギーをもらい、温かい気持ちで過ごせました。

ありがとう。 

３年３組  堀田 晃弘 

３組での一番の思い出は、合唱フェステ

ィバルです。始めは声がなかなか出せず苦

しい時もありました。そんな時に文化委員

を中心に話し合いを行い、次第にクラスが

一つにまとまることができました。残念な

がら賞をとることができませんでしたが、

クラス全員の心が一つになった瞬間を感じ

ることができた貴重な経験でした。 

 

３年３組  太田 杏菜 

前期では、さまざまな行事がありました。

その中の体育大会では、事前取組から団リ

ーダーを中心に服装や時間にこだわりを持

ち活動していました。競技の練習でも、班ご

とに声を合わせて練習する姿から、お互い

に支え合い、助け合える仲間関係へとつな

がることができたと思います。 

３年４組  担任  亀谷 佐希子 

ご卒業おめでとうございます。中学三年間、色々な経験

を通して学び、皆さんは成長しました。  

私は、その中の一年間でしたが、皆さんと一緒に過ごせ

たことを幸せに思います。 

理科の授業で、天体の満ち欠けは見る方向によって起

きていることを学びましたね。それと同じ様に、物事は見

る方向によって変わります。何故、どうしてと問いなが

ら、 物事を様々な方向から見つめ考え、本質を見極めま

しょう。そして、自分の可能性を信じ、これからも成長し

ていって下さい。応援しています。 

３年４組  伊藤 優太 

僕たちは、数々の行事や日常の中で学級目

標である「輝け！～個性を磨く～」の達成を

目指してきました。そして、この１年間に一

人一人が個性を発揮し磨く姿がたくさんあ

りました。また、学級全体で「自分で考え、

行動する」という「自立」に向けた動きもあ

り、仲間の成長する姿に喜びを感じました。 

 

３年４組  萩原 姫輝 

３年４組は、合唱フェスティバルで最優秀

賞をとることができました。クラス全員で同

じ目標に向かって一生懸命練習することで、

４組にしかつくれないような合唱をつくり

上げることができました。 

また、学級目標にも大きく近づくことがで

き、４組にとって最高の思い出になりまし

た。 
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３年５組 担任  後藤 恵美 

ご卒業おめでとうございます。いよいよこの日がき

ましたね。 

皆さんと合唱を創り上げられたことをとても嬉し

く思います。自分の好きなことをこれからも続けてい

ってください。それがきっと新しい仲間と出会い、世

界が広がるもとになります。 

  もし、どうしてもうまくいかないときには、この言

葉を思い出してください。「挫折は自分を知るための

一番の近道」3 年間自分を見つめ、弱さと向き合い、

意識的に努力してきたあなたです。そんな自分を誇り

に思い、未来への一歩を踏み出してください。いつも

心に音楽を♪ 

３年５組  田中 浩平 

５組の財産の一つは、日常です。１１月ぐら

いまでの、５組の日常に対する意識は低く、時

間が守れない時が多くありました。そこで５組

は、学級の現状を話し合い、時間行動と授業中

の反応にこだわることを決めました。それ以

降、全員の時間行動への意識が高くなり、授業

中の反応も少し増えました。 

 自分達で課題を改善し、作り上げた日常の姿

は、５組の大きな財産です。 

 

３年５組  脇 千紘 

５組の思い出の１つは合唱フェスティバル

です。練習ではクラスの良さも悪さも見直すこ

とが出来る良い経験になりました。本番では力

を存分に発揮し、優秀賞を頂けました。合唱フ

ェスティバルを通してクラスが成長すること

ができました。この経験をいかして、卒業まで

の残りの間で最高の思い出を作っていきたい

です。 

３年６組 担任  國島 智也 

ご卒業おめでとうございます。中学校の 3年間では、

行事を通して仲間の大切さや仲間との絆を培ってき

ました。困難なことや壁にぶつかっても、努力を続け

ることで乗り越えてきました。そうして積み重ねてき

た実践こそが真の力としてこれからに活きると信じ

ています。また、3 年間描き続けてきた「なりたい自

分」になるための努力をし続けて、自分達が目指す夢

を実現していって下さい。挑戦し続ける限り不可能な

ことはないので一歩ずつ前進していこう。 

３年６組  神山 凛人 

前期には、自分たちの中学校生活で最後の体

育大会がありました。体育大会では、様々な経

験ができました。自分のクラスでは、団長がい

るクラスとして、手本になるよう姿で示す必要

がありました。当初クラスの中では意識の差が

あり、行動できていない人がいましたが、話し

合いを経て全員で向かえるようになりました。

優勝はできなかったものの、全員が団結し、や

り切れたので良かったです。 

 

３年６組  川部 帆乃花 

後期は、合唱フェスティバルがありました。

練習を始めたころは、ほとんどの人が歌ってい

ませんでした。でも、合唱フェスティバルの取

り組みの中間反省のときに、“全員で歌おう”と

思いを１つにすることができました。本番で

は、自分達の今の思いを合唱にのせながら歌

い、審査員特別賞を取ることができました。 
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３年７組 担任 福井 裕生 

3 年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。

この 1 年間、みなさんとともに過ごす中で、様々な

場面でたくましく成長する姿をたくさん見ることが

できました。仲間とともに熱く燃えた体育大会、学級

にしかないものを創り上げた合唱フェスティバル、

誇りをもって磨き続けた日常。どんなときも、かけが

えのない仲間と、前向きに、必死に挑戦する姿は、と

ても誇らしかったです。春からはそれぞれの道に進

んでいきます。中学校生活を糧に、みなさんが迷わず

自分で道を歩んで行けるよう、願っています。 

３年７組 矢野 李佳 

7 組は、活動に取り組む中で、意識がバラバラで

ぶつかりあうことが多かったです。でもそんなと

きは、学級全員で現状と向き合い一人一人が気持

ちを語り合うことで何度も乗り越えてきました。

そんな 7 組だからこそ仲間の姿に応えられるとい

う財産を生み出し、他学級に負けない絆と笑顔が

得られました。4 月から創り上げてきた今の 7 組

の姿こそ、学級目標の覇気の姿だと思います。 

 

３年７組 河合 侑汰 

僕にとってあっという間の 1 年間でした。この

1 年間を振り返ってみると楽しいことばかりでし

た。中でも印象に残っているのは、合唱フェスティ

バルで、1 人 1 人が共通意識を持ち練習から真剣

に取り組む姿があったことです。本番でも練習以

上の力が出せていて聞く人も魅了されるような歌

声で合唱ができたのがいい思い出です。7組は、1

人 1 人の仲が良くとても明るいクラスです。最高

です!!! 

３年８組 担任 篠田 優奈 

3 年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。

みなさんが境川中学校に入学してから 3 年間ずっと

一緒に頑張ってきました。行事や取り組みや日常生

活を通して一緒に悩んだり楽しんだりしながらみな

さんの成長を側で感じられたことをうれしく思いま

す。みなさんの姿から私も多くのことを学ばせても

らいました。ありがとうございました。 

これからも、みなさんがそれぞれの夢や志に向か

って、前向きに努力を重ね、たくましく成長していっ

てくれることを心から願っています。 

３年８組 赤座 由唯 

私達 3年 8組は、「ピース～仲間に応え、支え

合い、認め合う～」に向かって頑張ってきました。

8 組には、何事にも前向きに一生懸命頑張れる人

がいます。でも、その気持ちに応えられていない

人もいました。私達は今のままではダメだと行動

や取り組みを通して本気で話し合ったり、仲間の

気持ちを考えたりしました。今では、仲間の思い

を大切にできる姿が増えてきました。 

 

３年８組 伊藤 雅起 

僕達 3 年 8 組は、合唱フェスティバルで最優

秀賞をとりにいこうと頑張りました。初めは、合

唱に対し真剣に取り組めない仲間もいました。し

かし、クラスで何回も話し合い、全員が真剣に練

習ができました。惜しくも、最優秀賞は逃してし

まいましたが、全員が日常から真剣に取り組み、

つくりあげることのできた合唱は僕たちの大き

な財産です。 
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３年９組 担任 三鴨 重克 

振り返ってみると、たくさんの出来事がありました。そ

の中でも合唱フェスティバルで優秀賞を得たことが一番

印象に残っています。私自身、32 年の教員人生の中で、受

け持ちのクラスが合唱で賞を得たのが初めてだったから

です。本当に嬉しかったです。「優勝するぞ」と意気込ん

で臨んだ体育大会で、思うような成果を出せずにいまし

た。その悔しさをバネに、地道にコツコツ練習したことが

よい成果とつながったのです。一生懸命になったという事

実、自分たちが選んだ曲を歌いきったという満足感は、何

にも代え難い私たちの財産となりました。今後、何事に対

しても気を抜かず、緊張感を持って臨み、確実な一歩を踏

み出してほしいと思います。 

３年９組  大村 知 

僕は 3 年 9 組がとっても楽しいクラスだった

と思います。最初はみんなが同じ方向を向いて

１つの事をやることができませんでした。 

しかし、さまざまな行事を全員で協力してや

っていくうちにとても仲の良いクラスになりま

した。学級目標にもあるように仲間と共にすべ

てのことに挑戦できるようにもなりました。こ

のクラスで生活できてとても楽しかったです。 

 

３年９組 原 杏奈 

9 組はどのクラスよりも信頼関係が深く明る

いクラスです。声を出して盛り上がった体育大

会、本音で語って掴み取った合唱フェスティバ

ルの優秀賞など、どれも最高の思い出です。時に

はクラスの事や問題について話し合ったり怒ら

れたりすることもあったけれど、三鴨先生と 37

人の皆で力を合わせてきたから今の 9 組がある

と思います。この一年間は自分にとっても大き

な財産になりました。私は 9組が大好きです！ 

すみれ 担任 新居 豊子 

ご卒業おめでとうございます。3 年生のみんなと出会

い過ごすことができ、幸せでした。 

人は一人では生きていけません。みんなの周りには一

緒に笑い泣き悩んでくれる仲間がいます。一緒に考えア

ドバイスをくれる人生の先輩がいます。いつもどんなと

きも、支え見守ってくれる家族がいます。 

感謝の心を大切に、自分の人生、精一杯前を向いて笑

顔で歩んでください。ずっとずっと応援しています。 

 

すみれ一同 

すみれ学級では、将来社会で生きていく

ための勉強や挨拶など、大切なことを学び

ました。３年間すみれの仲間みんなで高め

合ってきたことが宝物です。 

交流学級では、友達や先生と一緒に話を

したり活動したりして、楽しく過ごしたこ

とが宝物です。 

３年間たくさんの宝物ができました。あ

りがとうございました。 
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生
徒
会
長 

堀 

晃
樹 

 

「
共
通
の
意
識
～
自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
境
中
生
～
」 

こ
れ
は
前
期
よ
り
引
き
継
い
だ
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

僕
達
、
後
期
生
徒
会
も
そ
の
姿
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
各
学
級
が
ど
ん
な
合
唱
に
し
た

い
の
か
共
通
の
意
識
を
持
ち
、
本
気
で
練
習
す
る
姿
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り
ま
し

た
。
先
輩
方
が
誇
り
を
持
っ
て
卒
業
式
に
挑
め
る
よ
う
に
、
一
、

二
年
生
は
進
級
す
る
自
覚
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
日
常
生
活

を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

柳津小、鶉小、且格小の 6 年生と保護者の

方が、参加されました。 

3 年生による合唱、校内や授業の見学、生徒

会からの中学校の説明などが行われました。 

 

１月３１日（木） 

後
期
生
徒
会 
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  Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 
 
 

千
國 

真
吾 

 

 

「
し
な
や
か
に
」 

会
長
職
も
あ
と
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。 

短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
役
員

の
皆
様
、
教
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
貴

重
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
副
会
長
は
じ
め
執
行
部
役
員

の
方
々
に
は
、
各
種
行
事
で
い
ろ
い
ろ

と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
広
報
誌
の
電
子
化
は
、
全
役
員
と

広
報
委
員
の
協
力
で
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
年
間
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

飾
り
巻
き
寿
司
講
習
会 

 

十
二
月
十
八
日
（
火
） 

  

食
育
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
、
飾
り
巻
き
寿
司

講
師
の
信
田
先
生
を
お
招
き
し
、
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
か
っ
た
の
で
「
サ
ン
タ
巻

き
」
と
「
リ
ー
ス
巻
き
」
を
作
り
ま
し
た
。
リ
ー

ス
巻
き
は
具
材
を
変
え
れ
ば
「
梅
の
花
」
に
な
り

ま
す
。 

飾
り
巻
き
寿
司
作
り
は
初
め
て
の
方
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
て
も
手
際
よ
く
上
手

に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
個
性
豊
か
な
サ
ン
タ
が

並
び
、
笑
い
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
る
楽
し
い
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

第
４
回 

家
庭
教
育
学
級 

 

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り 

十
二
月
十
四
日
（
金
） 

  

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

を
使
っ
て
、
ミ
ニ
花
束
に
す
る
ま
で
、
な
か
な
か
形
が
ま

と
ま
ら
ず
思
っ
た
よ
り
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。 

 

専
用
の
オ
イ
ル
を
入
れ
て
仕
上
が
っ
た
後
、
参
加
者

全
員
の
作
品
を
並
べ
た
と
き
は
、
と
て
も
き
れ
い
で
癒

や
さ
れ
ま
し
た
。 

保
健
体
育
委
員
会 

成
人
教
育
委
員
会 

Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部 
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委
員
長 

堀 

由
紀 

  

「
心
も
身
体
も
健
や
か
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
皆
さ
ん
が
笑

顔
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
心
が
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。「
と
て
も
役
に
立
っ
た
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
頂
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

私
自
身
、
様
々
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

無
事
に
委
員
会
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

先
生
方
、
保
護
者
の
皆
様
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
委
員
の

皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

高
木 

香
代
子 

  

今
年
度
は
『
豊
か
な
心
で 

毎
日
見
よ
う 

子
ど
も

の
笑
顔
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

四
回
の
家
庭
教
育
学
級
で
は
、
学
び
・
親
睦
・
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
・
癒
し
の
時
間
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

至
ら
な
い
点
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
、
執
行
部
、
先
生
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
委
員
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
も
あ
り
一
年
間
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

私
た
ち
保
護
者
が
豊
か
な
心
で
子
ど
も
と
向
き
合

い
、
皆
さ
ま
が
笑
顔
の
絶
え
な
い
日
々
が
送
れ
ま
す
よ

う
に
!! 

一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

 

柳 

津 

菅
家 

里
奈 

 
 
 
 
 
 
 
 

鶉 
 

池
永 

圭
英
子 

且 

格 

小
林 

友
美 

日
頃
の
地
域
生
活
活
動
へ
の
ご
理
解
い
た
だ
き
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

登
下
校
指
導
、
資
源
回
収
、
校
区
懇
談
会
、
校
外
パ

ト
ロ
ー
ル
は
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め
に
大
切

で
す
。 

皆
様
の
お
陰
で
一
年
間
の
活
動
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
活
動
内
容
の
問
題
点
、
改

善
点
を
今
後
の
地
域
生
活
活
動
に
活
か
し
て
い
け
る

よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。 

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

一
年 

尾 

稚
都
世 

二
年 

澤
田 

純
子 

 

三
年 

岩
城 

朱
美 

 

一
年
間
、
役
員
の
皆
様
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々
の
お
か

げ
で
、
充
実
し
た
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

最
後
の
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
、
三
月
二
十
四
日
（
日
）

に
学
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

学用品リサイクルご案内 

【回収】 

期間：３月 15日（金） 

～22日（金） 

場所：南舎北側の昇降口 

（段ボール箱） 

【リサイクル】 

日時：３月 24日（日） 

AM10~11 時 

場所：校舎東側駐輪場 

 

  

今
年
度
は
、
電
子
化
、
内
製
化
と
、
広
報
紙
に
と
っ
て
は
、

大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
時
代
と
共
に
変
わ
り
ゆ
く

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
紙
面
で
あ

れ
、
電
子
化
で
あ
れ
、
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
は
、
変

わ
ら
な
い
気
持
ち
で
し
た
。   

  

 
 

最
初
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
不
安

で
し
た
が
、
快
く
仕
事
を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
広
報
委
員
の

皆
さ
ん
と
出
会
え
た
事
、
そ
し
て
、
一
緒
に
活
動
出
来
た
こ
の

一
年
は
私
に
と
っ
て
良
い
思
い
出
で
す
。
そ
し
て
学
校
行
事
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
材
を
通
し
て
、
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち

を
身
近
で
感
じ
る
こ
と
や
、
他
の
委
員
会
の
活
動
を
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 

発
行
に
あ
た
り
、
ご
協
力
頂
い
た
先
生
方
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
、
広
報
委
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
未

来
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

一
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

広
報
委
員
長 

後
藤 

直
子 

  
 

成
人
教
育
委
員
会 

地
区
委
員
会 

学
年
代
表
委
員
会 

保
健
体
育
委
員
会 

編 

集 

後 

記 

田
畑 

三
恵 

開
原 

美
奈 

川
岸 

恵
美
子 

楠 

弥
生 

高
浦 

実
輝 

棚
橋 

安
澄 

山
村 

み
ど
り 

片
岡 

利
香 

堀
江 

由
恵 

佐
藤 

信
子 

安
田 

正
弘 

北
山 

由
紀 

堤 

千
津
子 

浅
井 

恵
理 

別
府 

亜
希 

杉
山 

久
美
子 

高
井 

恵 

常
富 

美
紀 

堀 

し
の
ぶ 

長
尾 

梨
絵 

古
川 

み
さ
子 

杉
谷 

美
樹 

川
部 

紀
子 

河
村 

信
代 

金
森 

宏
美 

梶
川 

貴
子 

原 

理
奈 

広 

報 

委 

員 


